
建築と社会■2023.750

企画趣旨

 社会実験の様子

●8th actionに至る経緯

●行政とのコラボレーション

●地域活動団体とのコラボレーション

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

U-35 委員会企画 8th action
「建築とみち」活動報告
2023年3月25日（土）9：00～
会場：茨木市市役所前線
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●社会実験の背景

・2コア1パーク構想

・パークの価値を最大化する廃道化計画

●社会実験のねらい

●みちと公園のあいだ

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

おにクルパース

通行止めのバリケードを合わせた入口の看板

開催時の通行の様子

ブースと一体化した駐輪スペースの活用

イベント時の賑わい
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■ライン・ブースの設計

●既存の都市空間に人の居場所をつくる

・人間と都市を近づける

・ 都市の小さな面白さに気付く

・ 自ら居場所をつくれると感じる

●プロジェクトの様々な設計条件・課題

①コスト

②設営時間

③多機能性

④道路という敷地

⑤運搬と保管

⑥転用

●コンセプト　―校倉造りの屏風―

ラインブースのコンセプトイメージ

●試作検討

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

IBARAKI STREET ACTION 通行止め兼案内看板

都市の設え・面白さを強調するフレーミング

境界を崩しながら居場所を広げるゾーニング

U-35メンバーによる試作の様子
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●シンプルなシステムと多様な機能

・材料

・加工と寸法設定

・組立

fig.1

・可変性

・段差・勾配追従性

・運搬と保管

●様々な形でみんなで使う資源

地域への転用イメージ

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

ラインブースコンセプトユニット fi g.1　接合・組立のシステム
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●IBARAKI STREET ACTION全体配置

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

●当日のタイムスケジュール

●エリアをつなぐスタンプラリー

●エリア1

●エリア2

N

社会実験の入口となる看板とスタンプラリーのポイント U-35の活動紹介をターポリンに
印刷して掲示

木ブースに設けた駐輪スペース
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M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

●エリア3

●エリア4

●エリア5

●設計を通じて感じたこと・気付き・展望

広場でのLAILの試乗会

ビブリオバトルの様子絵本の読み聞かせ絵本ブースで自由に本を読む子ども

リトミックイベント：一緒に踊る子どもたちリトミックイベント：ブースで観覧する大人たち
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■分析

●社会実験参加者の特徴

●「みち」ならではの通過交通

●アクティビティ調査

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁
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M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

●数値データの分析

fi g.1
【エリア1】

【エリア2】

【エリア3】

【エリア4】

【エリア5】

●ブース特性による違い

fig.2

Go pro による定点映像
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fig.1　時間ごとの各エリア人数 fig.2　各年代ごとの比較
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●各タイプにおける人々の動き方

【A［ヒト型］】

【B［モノ型］】

【C［コンテンツ型］】

●各タイプの分析

・A［ヒト型］へは、あまり人が集結しない

・B［モノ型］は自然体で人が集まる

・C［コンテンツ型］は表裏一体

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁
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●イベント発生前後の周辺状況変化の分析

・エリア4  絵本読み聞かせイベント

・エリア5  リトミックイベント

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

エリア 5　リトミックイベント中の人のふるまいエリア4　絵本読み聞かせイベント中の人のふるまい
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■座談会

●みんなで共感、共有しよう
水野

向田

河﨑

向田

平岡

市川

ブースに止められた自転車

●市役所前線の未来と公共空間のあり方
水野

三好

水野

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

座談会出席者
辻田、赤木、的場、向田、三好、中島、杉浦、河﨑、萩尾、小濵

倉知、市川、水野、平岡、洲脇、大屋、遠藤、南澤
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市川

あえてピアノに背を向ける飲食ブース

水野

大屋

水野

●ラインブースシステムの構築と道の可能性
水野

遠藤

南澤

●市民が使って育てる場所 茨木市のこれから
水野

的場

市川

向田

市川

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁
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向田

水野

中島

水野

●中途半端はゆるされない 社会実験の工夫
杉浦

倉知

既存の都市空間を分析した初期のイメージスケッチ

杉浦

市川

赤木

水野

● 9th action（第 2回社会実験）につながる
ヒントー全世代に目線を広げる
河﨑

水野

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁
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市川

的場

遠藤

倉知

●複数日の実現へ向けて
市川

河﨑

向田

市川

座談会の様子

●IBARAKI STREET ACTIONを振り返って
平岡

向田

M e m b e r ’ s　 F o r u m
会員投稿の頁

●8th actionを終えて

U-35 Instagram U-35委員会 HP






































